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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

89,945

地方債 公共事業等債

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

（　　）内は、国及
び県支出金

8,700

負担金

83,205 3,370

67,535
(7,500) (306,234)(7,500)(291,234)

最終目標値

都市整備課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

福岡県

事業期間

（うち市予算化分）

進捗状況
・
現状

19,800

現在値

5

23,986台

(72,968)

合計

施　策

建設都市部

受益者の考えている価値

(7,500) (233,266)

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課九州大学関連道路（波多江泊線）整備事業

（単位：千円）

事業開始時

政　策 （３）交通環境の整備充実

　⑧　道路・交通ネットワークを整備し、充実させる

市民 23,986台

受益者

款

国道202号交通量（台）

・平成26年度　国道202号から北
側については整備完了予定

実施方法

平成１７年度 ～ 平成３６年度（２０年間）

千円12,000,000
8

項

負担金

一般会計

4

求められる成果（単位）

基本目標４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

国道202号及び同バイパスを結ぶ南北線の道路網を構築する
ことにより、国道202号、県道瑞梅寺池田線等の交通混雑を緩
和し、市民の利便性及び九州大学との連絡機能の向上を図
り、研究・産業機関の立地や九大との連携を推進する。

国道202号の渋滞緩和

平成28年度

事業主体

16,500台

総事業費 千円

平成17年度 ～ 平成36年度　県施行の都市計画道路
整備事業に係る負担金

目

会計種類

平成27年度

(7,500)

1,430,000

平成26年度

(72,968)

一般財源

(218,266)
県支出金

87,3352,500

62,535 2,500 2,500

2,500

地方債

事業費（A）

財
源
内
訳

その他

19,800

国庫支出金

82,335

負担金 負担金

0.1

870 870

事業費内訳
（主なもの）

人件費割
合(%)

870

0.1従事職員数(人) 0.1

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類

90%地方債

2.9

平均人件
費

総コスト（A＋B）

根拠法令等

3,370

1



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

従事職員数(人) 0.1

870 870

90%地方債

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

48,120

負担金 負担金

0.1

負担金

35,691 70,870

事業費（A）

財
源
内
訳

40,200

(98,450)

34,821 70,000
(210,000) (456,216)

152,07147,250

16,821 9,300 7,050
一般財源

(60,466)

その他

会計種類

平成27年度

(61,500)

200,572

60,700

平成26年度

平成25年度 ～ 平成30年度　県施行の都市計画道路
整備事業に係る負担金

目

4
千円

事業期間

求められる成果（単位）

（うち市予算化分）

進捗状況
・
現状

平成２５年度 ～ 平成３０年度（６年間）

8

基本目標４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

交通混雑の解消、利便性及び交通安全の向上を図る。

渋滞緩和

平成28年度

事業主体

・平成25年度　測量・設計業務
・平成26年度　用地測量、物件調
査業務

実施方法

7～8分

総事業費 千円

福岡県

項

負担金

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

款

802,287

事業費内訳
（主なもの）

県支出金

地方債
18,000

国庫支出金

15

(44,000)

5

(290,950)

合計

(148,500)

政　策 （３）交通環境の整備充実

　⑧　道路・交通ネットワークを整備し、充実させる

市民 15

受益者

所要時間【前原ＩＣ～新田久
保田】の短縮（分）

施　策

建設都市部

現在値

人件費割
合(%)

1.7870

(43,300) (165,266)

118,900

33,171

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課北新地新田線整備事業

最終目標値

都市整備課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費（B）

（　　）内は、国及
び県支出金

8,700

(104,466)

0.1
平均人件
費

総コスト（A＋B）

(141,750)

154,681

地方債 公共事業等債

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

2



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

款 項 目

4 1 5

総コスト（A＋B） 1,098,800

地方債 上水道事業債

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

8,7002
平均人件
費

48,05239,311

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課配水管布設事業

最終目標値

水道課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費割
合(%)

4.817,400

71,300

政　策 （５）上下水道などの整備

　⑮　安全で安定的な水を供給する

給水区域市民 ―

受益者

計画水道整備
（給水区域内）

施　策

平成２８年度
３０件

上下水道部

事業費内訳
（主なもの）

県支出金

地方債
71,300

―

国庫支出金

一部委託

公営企業会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

合計

基本目標４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

・公共下水道整備に伴う配水管更新
・配水管の整備促進

上水道の安定供給

平成28年度

事業主体

配水管整備件数
平成１９年度　２６件
平成２０年度　２４件
平成２１年度　２５件
平成２２年度　３０件
平成２３年度　４１件
平成２４年度　５３件
平成２５年度　３７件
【継続的な事業である】

実施方法

―

糸島市

現在値

平成２５年度
３７件

32,660 120,023

総事業費 千円

・老朽化した配水管を布設替えする。
　（下水道工事等と同時施工）
・水道管の移設及び仮設工事を行う。
　（下水道工事等に伴う）
・安定供給を行うための配水管整備を行う。
・給水区域内の配水管未整備地区に配水管を布設
　する。

千円

事業期間

（うち市予算化分）

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度

求められる成果（単位）

―

平成26年度

一般財源

その他

306,148 295,240

事業費（A）

855,277

1,046,600327,900

253,889

財
源
内
訳

364,500 354,200

345,300

 請負工事費
 委託費

 請負工事費
 委託費

2

 請負工事費
 委託費

381,900 371,600

従事職員数(人) 2

17,400 17,400

地方債

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

3



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

総コスト（A＋B） 5,963

市町村避難体制整備支援事
業

福岡県市町村避難体制整備支援事業助成金交付要綱

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

8,700
平均人件
費

680 680

1,993 680

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課避難所運営資機材備蓄事業

最終目標値

危機管理課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費割
合(%)

43.8870

0.1

政　策 （６）防災・防犯体制の確立

　⑰　地域防災力を強化する

０セット

受益者

簡易トイレ数

施　策

総務部

直営

事業開始時 現在値

5

事業費内訳
（主なもの）

県支出金

地方債

3,353

合計

9

国庫支出金

総事業費 千円

基本目標４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

災害時に被災者が安心して避難所で過ごせるように、
簡易トイレや女性のプライバシー確保のための避難所
資機材を備蓄配備する。

避難所における簡易トイレ
の確保

平成28年度

事業主体

避難生活において不足するトイレ
や避難所での女性のプライバ
シー確保にためのパーテーション
等資機材の備蓄ができていない。

実施方法

平成26年度 ～ 平成28年度（３年間）

糸島市

項

1,600

０セット

（単位：千円）

①避難所でのトイレを確保するため、簡易トイレを備蓄配備
（各公民館と姫島福祉センター）
26年度；簡易トイレ（5セット）及び付属資機材（200回分）×17
避難所、トイレ用目かくしテント（5セット）×17避難所
②避難所における女性のプライバシー（着替え、授乳、洗濯
物）の保護を図るため、ワンタッチパーテーションを各避難所
（2部屋分）に配備
27年度；パーテーション（1セット）×17避難所
28年度；パーテーション（1セット）×17避難所

目

1
千円

事業期間

（うち市予算化分）

一般会計

進捗状況
・
現状

款

会計種類

平成27年度

求められる成果（単位）

3,353

平成26年度

受益者の考えている価値

一般財源

1,600

その他

事業費（A）

1,753

3,353680

393

財
源
内
訳

1,550

簡易トイレ
トイレ用テント
汚物処理剤等

ワンタッチパーテー
ション

0.1

ワンタッチパーテー
ション

2,863 1,550

従事職員数(人) 0.1

870 870

定額県支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

市民
避難所生活におけるプライ
バシーの確保

プライバシー確保のためのパー
テーションの数

０セット ０セット
３４セット

各避難所2セット

８５セット
各避難所5セット

4



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

総コスト（A＋B） 26,078

地域介護・福祉空間整備等施
設整備交付金

地域における公的介護施設等の計画的な整備等の促進に関する法律

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

8,700
平均人件
費

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課糸島市有料老人ホーム等スプリンクラー整備事業

最終目標値

福祉支援課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

施　策

1

人権福祉部

人件費割
合(%)

0.0

国庫支出金

政　策 （６）防災・防犯体制の確立

　⑱　常備消防施設などを充実させる

シルバーホーム
瑞宝の里

0

受益者

有料老人ホームにおけるスプ
リンクラー設備等の設置

現在値

4

事業費内訳
（主なもの）

26,078

県支出金

地方債

26,078
3

補助

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

款

合計

基本目標４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

　地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金を活用
し、補助対象となる有料老人ホームにスプリンクラー設
備等を設置することで、入居者の安全の確保・強化を図
る。

初期消火の実現による
入居者の安全確保

平成28年度

事業主体

　左記施設には当該設備はなく、施設
の性質上、設備設置による安全確保・
充実が望まれる。
　しかし多額の費用がかかるため、施
設より市に交付金の申請が打診され、
県と協議を行った。
　これを受け、国から交付金の内示額
が示され、申請手続により事業実施を
確定させることになる。

実施方法

平成２６年度 （１年間）

糸島市

項

0

26,078
総事業費 千円

　補助金申請の申出のあった下記施設に、地域介護・
福祉空間整備等施設整備交付金（国庫補助金）を活用
し、スプリンクラー設備等の設置補助を行う。
・申請事業所　　シルバーホーム瑞宝の里
・事業内容　　　共有部分への自動消火設備の設置
・対象面積　　　1,576.98㎡
・事業予定額 　27,000千円
・補助予定額　 26,078千円
　

目

1
千円

事業期間

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度

求められる成果（単位）

（うち市予算化分）

平成26年度

一般財源

26,078

その他

事業費（A）
26,078

財
源
内
訳

26,078

事業補助金

26,078

従事職員数(人) 0

0

17千円/㎡国庫支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

5



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

県費補助金 県支出金
福岡県文化財保護事業補助金交付要綱
　（福岡県文化財保護事業補助金）

8%（限度額1,200千円）

総コスト（A＋B） 143,188

国庫補助金
文化財保存事業費関係補助金交付要綱
　（史跡購入費補助金）

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

8,7000.2
平均人件
費

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課史跡等公有化事業

最終目標値

文化課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費割
合(%)

3.61,740

1,871 4,991

政　策 （５）文化・芸術の創造

　⑯　文化財の保護を進める

市民、文化財研究
者、歴史愛好者

245,591.77

受益者

史跡の公有化面積（㎡）

施　策

289,591.77

教育部

事業費内訳
（主なもの）

110,373

県支出金

地方債

606,539

国庫支出金

直営

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

合計

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

　市民の財産であり文化資源である国指定史跡を将来
的に史跡公園として整備するために、指定地内の民有
地を公有化する。

国指定史跡の保存

平成28年度

事業主体

H22年度 新町支石墓群用地買上
H23年度 新町支石墓群用地買
上、曽根遺跡群用地買上
H24年度 新町支石墓群用地買
上、曽根遺跡群用地買上、怡土
城跡用地買上

実施方法

平成19年度 ～ 平成33年度（15年間）

糸島市

現在値

265,005.34

39,677

総事業費 千円

　史跡指定地内の民有地の土地買上げ。不動産の鑑
定評価額をもとに土地及び建物補償費を算出し、地権
者と用地買収交渉を行い、正常価格内で土地を買上げ
を行う。
　公有化の進展にあわせ、史跡整備の実施計画・設計
を行い、将来的に史跡公園として整備する。

千円

事業期間

（うち市予算化分）

進捗状況
・
現状

39,484

会計種類

平成27年度

1,920

求められる成果（単位）

606,539

平成26年度

一般財源

31,212

1,200

その他

8,000 8,000

事業費（A）

22,604

137,96849,355

6,604

財
源
内
訳

39,016 49,597

51,095

不動産購入費
鑑定費用
移転補償費

不動産購入費
鑑定費用

0.2

不動産購入費
鑑定費用
移転補償費

40,756 51,337

従事職員数(人) 0.2

1,740 1,740

80%国庫支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

款 項 目

10 4 5
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

従事職員数(人) 0.5

4,350 4,350

50%国庫支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

14,000 10,000

14,350

賃金
委託料
使用料および賃借料

賃金
委託料
使用料および賃借料

0.5

賃金
委託料
使用料および賃借料

18,350 14,350

4,800 4,800

事業費（A）

16,300

34,00010,000

6,700

財
源
内
訳

平成26年度

一般財源

7,000

300

その他

進捗状況
・
現状

5,000

会計種類

平成27年度

200

求められる成果（単位）

801,496
総事業費 千円

重機により遺跡が存在する深さまで表土を除去し、作業
員を投入し、人力により遺構検出、掘り下げを行う。その
後、遺跡の測量、実測、写真撮影を行い、出土品を取り
上げ、埋め戻す。取り上げた出土品は復元室におい
て、洗浄、ナンバーリング、接合復元作業を行い、必要
に応じて実測、写真撮影を行う。

千円

事業期間

（うち市予算化分）

7

5,000

基本目標５　みんなの力で進める協働のまちづくり

伊都国の拠点集落である三雲・井原遺跡をはじめとす
る市内の重要遺跡を保護し、史跡指定、整備活用を行
うため、発掘調査を実施し、その成果を基に調査研究
を行い遺跡の実態を解明する。

重要遺跡の実態解明

平成28年度

事業主体

H22年度；三雲ヤリミゾ地区・三雲
南小路地区・井原ヤリミゾ地区・井
田原開古墳・上深江海老の峯遺
跡発掘調査
H２３年度；三雲南小路地区・三雲
屋敷地区・志登松本遺跡発掘調
査、三雲地区測量基準点設置
H24年度；三雲南小路・屋敷地区
発掘調査

実施方法

昭和54年度 ～ 平成41年度（51年間）

糸島市

現在値

直営

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

合計

事業費内訳
（主なもの）

17,000

県支出金

地方債

801,496

国庫支出金

政　策 （５）文化・芸術の創造

　⑯　文化財の保護を進める

市民、文化財研究
者、歴史愛好者

0

受益者

重要遺跡の調査報告書（冊）

施　策

10

教育部

人件費割
合(%)

27.74,350

200 700

款 項 目

10 4 5

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課埋蔵文化財発掘調査事業（補助事業）

最終目標値

文化課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費（B）

8,7000.5
平均人件
費

県費補助金 県支出金
福岡県文化財保護事業補助金交付要綱（福岡県文化財保護事業補
助金）

15%（限度額300千円）

総コスト（A＋B） 47,050

国庫補助金
文化財保存事業費関係補助金交付要綱（国宝重要文化財等保存整
備費補助金）

特定財源の名称
（使途が定められた財源）
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

従事職員数(人) 1.8

15,660 32,190

40%国庫支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

92,778 282,496
役務費
委託料
工事請負費
備品購入費

委託料
工事請負費
備品購入費

3.7

108,438 314,686

29,250

事業費（A）

53,428

375,274

24,178

財
源
内
訳

求められる成果（単位）

（うち市予算化分）

平成26年度

一般財源

その他

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度

375,274
総事業費 千円

　平成２７年４月１日の庁舎統合時には、二丈庁舎に設
置してある農林水産部及び志摩庁舎に設置してある教
育部を本庁舎に迎え入れることになるが、現状では、本
庁舎内に余剰スペースがないため、書庫、会議室等を
改修し、執務スペースを確保する。
　また、支所廃止後の二丈及び志摩庁舎の有効活用の
ために改修工事を行う。

目

1
千円

事業期間

0%

236,600

16,646

基本目標６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

　平成２７年４月１日の庁舎統合のために本庁舎内を改
修する。併せて、支所廃止後の二丈及び志摩庁舎の有
効活用のために改修工事を行う。

分庁方式解消による
行政効率の向上

市民サービスの充実

平成28年度

事業主体

　新市基本計画では、消防本部を
除くすべての機能を本庁舎に集
約することとなっている。
　集約する場合、現在の本庁舎の
余剰スペースに農林水産部及び
教育部を迎え入れることができな
い。

実施方法

平成２６年度 ～ 平成２７年度（２年間）

糸島市

項

直営

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

款

合計

現在値

6

事業費内訳
（主なもの）

16,646

県支出金

地方債
68,600

375,274
2

国庫支出金

政　策 （１）行財政改革の推進

　②　効率的な行政運営を行う

糸島市
市民

0%

受益者

対象施設の工事完了
(対象施設の利用開始)

施　策

100%
(利用開始)

総務部

人件費割
合(%)

11.3

305,200

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課庁舎等改修事業

最終目標値

管財契約課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費（B）

8,700
平均人件
費

合併推進債(充当率:90%) 地方債 地方債同意等基準 40%

総コスト（A＋B） 423,124

社会資本総合整備交付金 社会資本総合整備交付金要綱

特定財源の名称
（使途が定められた財源）
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

従事職員数(人) 1.2

10,440 10,440

10/10，2/3国庫支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

システム改修費 システム改修費

1.2

58,216 73,340

事業費（A）

18,786

110,676

7,884

財
源
内
訳

47,776 62,900

求められる成果（単位）

（うち市予算化分）

平成26年度

一般財源

36,724

その他

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度

110,676
総事業費 千円

　平成26年1月から本格稼働している糸島市総合行政
電算システム及び固定資産課税処理システムの65シス
テムのうち、番号制度に関連のある63システムについ
て、番号法による個人番号の項目追加及び個人番号
による行政機関、自治体間の個人情報の連携機能を追
加するため、プログラム改修を行う。
　また、関係法令（住民基本台帳法等）の改正に伴う帳
票の改修（個人番号の印字及び記入欄の追加）も併せ
て行う。

目

1
千円

事業期間

0

10,102

45,064

基本目標６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

　番号法による行政機関及び自治体間の個人情報の
連携に対応するため、糸島市総合行政電算システム及
び固定資産課税処理システムに必要な改修を実施し、
業務システムの運用維持を確保する。

番号制度に関連のある
63システムの期限までの
確実な改修

平成28年度

事業主体

　システム改修を開始する前に、
特定個人情報保護評価を行わな
ければならない。現在その準備を
進めている。

実施方法

平成26年度 ～ 平成27年度（2年間）

糸島市

項

全面委託

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

款

合計

現在値

10

事業費内訳
（主なもの）

81,788

県支出金

地方債

110,676
2

国庫支出金

政　策 （１）行財政改革の推進

　④　効率的な電算システムを構築する

職員 0

受益者

改修を行ったシステム数

施　策

63

企画部

人件費割
合(%)

15.9

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課社会保障・税番号制度導入事業

最終目標値

情報政策課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

平均人件
費

6,9343,168

10,902

総コスト（A＋B） 131,556

 国庫補助金
社会保障・税番号制度システム整備費補助金交付要綱（総務省）
住基台帳・統合利用番号・中間サーバー（10/10）、地方税（2/3）
※地方負担分（1/3）については普通交付税及び特別地方交付税措置

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

8,700

 特別会計の一般財源分 その他
H26:国保特会　1,152千円、後期特会　  576千円、介護特会　1,440千円
H27:国保特会　2,900千円、後期特会　1,167千円、介護特会　2,867千円

 国庫補助金 国庫支出金
平成26年度社会保障・税番号制度システム整備費補助金交付要綱（厚労省）
生保・障害・児童・国保・後期・介護・健管（2/3）、国民年金（10/10）
※地方負担分（1/3）については普通交付税及び特別地方交付税措置

10/10，2/3
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

従事職員数(人) 0.5

4,350 4,350

40％県支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

31,050 15,030

19,380

水路・井堰・溜池等
改良工事

水路・井堰・溜池等
改良工事

0.5

水路・井堰・溜池等
改良工事

35,400 19,380

8,130 8,130

事業費（A）

32,690

61,11015,030

16,430

財
源
内
訳

平成26年度

一般財源

12,800

その他

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度

6,000

求められる成果（単位）

40,650
総事業費 千円

県単事業（補助4割）による農業用施設（水路、溜池、井
堰等）の改良工事を行う。
地元負担を軽減するために高額となる工事を対象とす
る。

・水路改良工事
・井堰改良工事
・溜池改良工事

千円

事業期間

（うち市予算化分）

８件

900 3,620

基本目標７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

農村生活環境の改善のために、ため池及び農業用排
水路等の整備改善を行う。

農村生活環境の改善

平成28年度

事業主体

平成23年度井堰改良工事1箇所

平成24年度井堰改良工事1箇所
　　　　　　　　水路改良工事1箇所
　　　　　　　　溜池浚渫工事1箇所

平成25年度井堰改良工事1箇所
　　　　　　　　水路改良工事３箇所
平成26年度　予定箇所　11 (4) 箇所

実施方法

平成23年度 ～ 平成30年度（5年間）

糸島市

現在値

直営

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

合計

事業費内訳
（主なもの）

県支出金

地方債

75,150

国庫支出金

政　策 （１）農林水産業の振興

　①　農業生産施設を整備し、農産物の低コスト化を進める

農業生産者及び地
元維持管理者

0件

受益者

要望箇所の実施：件数

施　策

２５件

農林水産部

人件費割
合(%)

17.64,350

6,000 24,800

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課農村環境整備事業

最終目標値

農林土木課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費（B）

8,7000.5
平均人件
費

9001,820

農業用施設の工事に係る分担金 その他 糸島市農漁業用施設工事分担金条例 10%

総コスト（A＋B） 74,160

県支出金 福岡県農村整備総合事業補助金交付要綱

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

款 項 目

6 2 6
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

款 項 目

6 2 6

従事職員数(人) 1

8,700 8,700

工事費の
10分の1

その他

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

19,674 17,000

25,700

水路・井堰改良工事 水路・井堰改良工事

1

水路・井堰改良工事

28,374 25,700

15,300 15,300

事業費（A）

49,674

53,67417,000

19,074

財
源
内
訳

平成26年度

一般財源

その他

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度

求められる成果（単位）

270,000
総事業費 千円

①水路改良工事
　　農業用水路（側溝等）の整備
②井堰改良工事
　　板堰を巻揚げ式やスライド式に変更、落差工部の修
繕等

千円

事業期間

（うち市予算化分）

19

1,700 4,000

基本目標７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

１．水路関連施設の老朽化や破損に伴い、地元受益者より
    修繕や改良の要望があり、それらの改善を行う。
２．農業生産者の高齢化や、近年の集中豪雨に対し安全に
　　作業ができるように、板堰の改良等を行う。

農業従事者の維持管理
労力の軽減

平成28年度

事業主体

合併後～25年7月末までにおい
て、77件、2億2千万円の地元要
望がある。

実施方法

平成24年度 ～ 平成30年度（7年間）

糸島市

現在値

直営

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

合計

事業費内訳
（主なもの）

県支出金

地方債

270,000

国庫支出金

政　策 （１）農林水産業の振興

　①　農業生産施設を整備し、農産物の低コスト化を進める

農業生産者及び地
元維持管理者

0件

受益者

要望箇所の実施：件数

施　策

80件

農林水産部

人件費割
合(%)

32.78,700

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課農業施設整備市単独事業

最終目標値

農林土木課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

人件費（B）

8,7001
平均人件
費

1,700600

総コスト（A＋B） 79,774

農業用施設の工事に係る分
担金

糸島市農漁業用施設工事分担金徴収条例

特定財源の名称
（使途が定められた財源）
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

12,717

河川工作物応急対策事業

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

款 項 目

6 2 6

県営農地防災事業負担金 県支出金 災害に強いため池等整備事業

総コスト（A＋B）

事業費内訳
（主なもの）

人件費（B）

（　）は国、県直接
負担分

8,700

(94,760)

平均人件
費

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課県営農地防災事業

最終目標値

農林土木課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

政　策 （１）農林水産業の振興

　①　農業生産施設を整備し、農産物の低コスト化を進める

東、本の農家
年間20日×2
時間＝40時間

受益者

年管維持管理時間

施　策

年間20日×
0.25時間=5時
間

農林水産部

1,424,520

国庫支出金
(56,650)

40時間

総事業費

負担金

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

(56,650)

合計

基本目標７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

　井堰施設整備統合を行い、農用地、農業用施設の災
害の発生を未然に防止し、農業生産の維持及び農業
経営の安定を図る。

維持管理労力の軽減

平成28年度

事業主体

平成24年度実績
　高田井堰　事業費：137,860千円
　中井堰（補償）　事業費：2,140千円
　計140,000千円
　市負担8％:11,200千円
平成25年度
　高田井堰　事業費：50,000千円
　市負担8％:4,000千円

実施方法

平成18年度 ～ 平成26年度（9年間）

福岡県

現在値

県営農地防災事業（河川工作物事業）
　高田井堰（長野川流域　東　井堰改修工事）
　事業年度：H21～H26年度
　総事業費：515,400千円
　受益面積：30.1ha
　負担割合：国55％　県37％　市8％

千円

事業期間

（うち市予算化分）

進捗状況
・
現状

県支出金

会計種類

平成27年度

求められる成果（単位）

169,568

平成26年度

千円

一般財源

(38,110)

その他

地方債
7,400

事業費（A）

967
(94,760)

8,367

967

財
源
内
訳

(38,110)

7,400

12,717 0

4,350 0 0

8,367

国　事業費×55％
県　事業費×37％
市　事業費×8％

55％国庫支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

人件費割
合(%)

公共事業等地方債 地方債 90%

従事職員数(人) 0.5

0

34.2

37％
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

款 項 目

6 3 2

従事職員数(人) 0.7

6,090 6,090

定額その他

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

21,280

27,370

貯木場賃料、運営委託
費、広域基幹林道沿線土
地購入・活用、間伐材等
搬出補助金、高性能林業
機械導入補助

貯木場賃料、運営委託
費、広域基幹林道沿線土
地購入・活用、間伐材等
搬出補助金

0.7

貯木場賃料、運営委託費、
広域基幹林道沿線土地購
入・活用、間伐材等搬出補
助金

29,510 27,370

0.7

事業費（A）

25,340

65,98021,280

6,780

財
源
内
訳

23,420

一般財源

その他

平成27年度

求められる成果（単位）

65,980

平成26年度

千円

①高性能林業機械導入補助
②広域基幹林道沿線土地活用
③間伐材等搬出供給体制構築
④地産材活用推進員採用
⑤市有林の計画的整備
⑥高性能林業機械導入補助

千円

事業期間

（うち市予算化分）

進捗状況
・
現状

会計種類

12,000 40,640

基本目標７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

主伐や間伐による木材の搬出・集荷・供給のしくみの構
築及び植林・育林・除伐・間伐・主伐の森林施業サイク
ルの復活により、働く場の確保と林業従事者の所得向
上を図り、林業振興と森林保全に寄与する。

間伐材、端材の流通に
よる森林整備の促進

平成28年度

事業主体

①H25.10より貯木場の運営開始
②H25　438ｔ　1,315千円
③H25.４より1名雇用
④H25展望所2箇所設置
⑤H25より森林経営計画を策定し整
備を実施
⑥H25：グラップルとフォワーダ導入補
助
　H26：ログローダ導入補助を予定

実施方法

平成２６年度 ～ 平成２８年度（３年間）

糸島市

現在値

一部委託

一般会計

（単位：千円）

事業開始時受益者の考えている価値

合計

県支出金

地方債

65,980

国庫支出金

1,060

総事業費

政　策 （１）農林水産業の振興

　⑥　林業生産基盤や生産条件を整備する

山所有者
林業従事者

0

受益者

貯木場での間伐材・端材の
取扱い量（㎥）

施　策

12,000

農林水産部

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課糸島型森林再生プロジェクト事業

最終目標値

農林土木課

事業目的

事 業 内 容

予算科目

12,00016,640

9,280

総コスト（A＋B）

6,090

9,280

事業費内訳
（主なもの）

84,250

水源保全基金繰入金 糸島市水源保全基金条例

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

人件費（B）

8,700
平均人件
費
人件費割
合(%)

21.7
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

2

総コスト（A＋B） 6,165

水産振興対策費 福岡県水産関連事業費補助金交付要綱

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

水産振興課

事業目的

事 業 内 容

人件費（B）

8,700

(13,275)

(4,425)

平均人件
費
人件費割
合(%)

28.2

(8,850)

政　策 （１）農林水産業の振興

　⑦　漁業生産基盤を整備し、つくり育てる漁業を振興する施　策

農林水産部

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 担当部課福岡県水産業振興対策事業

事業費内訳
（主なもの）

県支出金

地方債

国庫支出金

補助

一般会計

（単位：千円）

合計

款 項 目

基本目標７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

　糸島漁業協同組合員の漁労活動と作業効率及び
生産性の向上を図るため、県補助事業（補助率
5/10）に取組む漁協に対して補助残の10分の5以内
を補助する。

平成28年度

事業主体

全体事業進捗率　76％
22年度　漁船巻揚施設（福吉・岐
志）
23年度　畜養施設（姫島）
24年度　漁協電算システム

実施方法

平成22年度 ～ 平成26年度（5年間）

糸島漁業協同組合

総事業費 千円

26年度　姫島支所
　製氷鮮度保持施設　2ｔ製氷施設
26年度　船越支所
　氷船積用浮桟橋　　12.0m×4.0m×1.2m　１基

千円

事業期間

74,378
（うち市予算化分）

予算科目
35,839 6

進捗状況
・
現状

会計種類

平成27年度平成26年度

一般財源

(4,425)

(8,850)

その他

事業費（A）

4,425
(13,275)

4,425

4,425

財
源
内
訳

4,425
補助金
製氷鮮度保持施設
（姫島支所）
氷船積用浮桟橋
（船越支所）

6,165

従事職員数(人) 0.2

1,740

50%県支出金

補助率、交付
税措置率等

総コスト
計

財源の種類 根拠法令等

4

糸島漁協組合員
（船越支所）９２人

安心安全な施設整備
安心安全な氷船積スペース
の確保（㎡）

　0（25年度） 0 48（26年度）

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時 現在値 最終目標値

糸島漁協組合員
450人漁労従事者

漁労作業の効率化及び
生産性の向上

氷船積み運搬経費（万円/
年）

110（25年度） 110 0（26年度）
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【一般会計】

（1段目：変更前、２段目：増減額、３段目：変更後） 単位（千円）

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

（３）交通環境の整備充実

変更前 (82,500) (176,000) 22,500 47,000 69,500 (110,000) (67,916) 30,000 7,084 37,084 (440,000) (237,916) 120,000 17,084 137,084

増減額 ▲（9,532） (42,266) ▲ 2,700 15,535 12,835 ▲（110,000） ▲（60,416） ▲ 30,000 ▲ 4,584 ▲ 34,584 ▲（440,000） ▲（230,416） ▲ 120,000 ▲ 14,584 ▲ 134,584

変更後 (72,968) (218,266) 19,800 62,535 82,335 0 (7,500) 0 2,500 2,500 0 (7,500) 0 2,500 2,500

継続 ハード 　

変更前 (77,000) (35,500) 31,500 6,000 37,500 (110,000) (47,500) 45,000 7,500 52,500 (110,000) (47,500) 45,000 7,500 52,500

増減額 ▲（33,000） (24,966) ▲ 13,500 10,821 ▲ 2,679 (38,500) (14,000) 15,700 1,800 17,500 (11,550) (4,200) ▲ 4,800 ▲ 450 ▲ 5,250

変更後 (44,000) (60,466) 18,000 16,821 34,821 (148,500) (61,500) 60,700 9,300 70,000 (98,450) (43,300) 40,200 7,050 47,250

継続 ハード 　

（６）防犯・防災体制の確立

変更前 0 0 0

増減額 1,600 393 1,993 680 680 680 680

変更後 1,600 393 1,993 680 680 680 680

新規 ソフト 　

変更前 0 0 0

増減額 26,078 26,078 0 0

変更後 26,078 26,078 0 0

新規 ハード 　

５　みんなの力で進める協働のまちづくり

（５）文化・芸術の創造

変更前 36,728 1,182 8,000 45,910 39,677 1,920 8,000 49,597 39,484 1,871 8,000 49,355

増減額 ▲ 5,516 18 ▲ 1,396 ▲ 6,894 0 0 0 0 0 0 0 0

変更後 31,212 1,200 6,604 39,016 39,677 1,920 8,000 49,597 39,484 1,871 8,000 49,355

継続 ソフト 　

変更前 8,000 300 7,700 16,000 5,000 200 4,800 10,000 5,000 200 4,800 10,000

増減額 ▲ 1,000 0 ▲ 1,000 ▲ 2,000 0 0 0 0 0 0 0 0

変更後 7,000 300 6,700 14,000 5,000 200 4,800 10,000 5,000 200 4,800 10,000

継続 ソフト 　

６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

（１）行財政改革の推進

変更前 76,100 11,703 87,803 75,873 107,800 14,871 198,544 32,517 43,800 4,976 81,293

増減額 ▲ 7,500 12,475 4,975 ▲ 59,227 128,800 14,379 83,952 ▲ 32,517 ▲ 43,800 ▲ 4,976 ▲ 81,293

変更後 68,600 24,178 92,778 16,646 236,600 29,250 282,496 0 0 0 0

継続 ハード 　

変更前 64,916 4,968 12,602 82,486 54,991 6,934 12,535 74,460 0

増減額 ▲ 28,192 ▲ 1,800 ▲ 4,718 ▲ 34,710 ▲ 9,927 0 ▲ 1,633 ▲ 11,560 0

変更後 36,724 3,168 7,884 47,776 45,064 6,934 10,902 62,900 0

継続 ソフト 　

７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

（１）農林水産業の振興

変更前 6,000 660 8,370 15,030 6,000 900 8,130 15,030 6,000 900 8,130 15,030

増減額 6,800 1,160 8,060 16,020 0 0 0 0 0 0 0 0

変更後 12,800 1,820 16,430 31,050 6,000 900 8,130 15,030 6,000 900 8,130 15,030

継続 ハード 　

変更前 1,700 27,134 28,834 1,700 15,300 17,000 1,700 15,300 17,000

増減額 ▲ 1,100 ▲ 8,060 ▲ 9,160 0 0 0 0 0 0

変更後 600 19,074 19,674 1,700 15,300 17,000 1,700 15,300 17,000

継続 ハード 　

9

社会保障・税番号制度導入事
業

情
報
政
策
課

一般

番号法による行政機関及び自治体間の個人情報の連携に対応するため、必要な改修を実施し、業務システムの運用維持を確保する。

8
庁舎等改修事業

管
財
契
約
課

一般

文
化
課

一般

伊都国拠点集落の三雲・井原遺跡をはじめ、市内重要遺跡を保護し、史跡指定、整備活用を行うため、発掘調査を実施する。

一般

支所廃止後の本庁舎における執務スペースの確保、二丈庁舎及び志摩庁舎の有効活用のため、庁舎等の改修工事を行う。

災害時に被災者が安心して避難所で過ごせるよう、簡易トイレや女性のプライバシー確保のための避難所資機材を備蓄配備する。

5

糸島市有料老人ホーム等ス
プリンクラー整備事業

福
祉
支
援
課

一般

有料老人ホームにスプリンクラーを設置し、入居者の安全の確保と強化を図る。

4
避難所運営資機材備蓄事業

危
機
管
理
課

一般

6
史跡等公有化事業 文

化
課

一般

農村環境整備事業

農
林
土
木
課

7

埋蔵文化財発掘調査事業（補
助事業）

Ⅱ　実施計画事業一覧表

事業費
合計

事業費
合計

農業の振興、農村環境の改善のため、農業用水路や溜池などの改良工事を行う。

事業名

平成28年度

史跡指定地内の民有地を買い上げ、公有化の進展にあわせ、史跡整備を行い、将来的に史跡公園として整備する。

10

ペ
ー

ジ
計画等会計 財源内訳

課
名

平成26年度 平成27年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳

地元からの要望に応じ、農業用水路、井堰の改良工事等を行う。

九州大学関連道路（波多江泊
線）整備事業

北新地新田線整備事業
一般

加布羅交差点付近における交通混雑の解消、利便性及び交通安全の向上を図るとともに、九大への西側アクセス道路として活用する。

1

都
市
整
備
課

都
市
整
備
課

一般

国道202号、県道瑞梅寺池田線等の交通混雑を緩和し、利便性向上及び九大との連絡機能の向上を図り、研究・産業機関の立地や九大との連携を推進する。

2

11
農業施設整備市単独事業

農
林
土
木
課

一般
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

事業費
合計

事業費
合計

事業名

平成28年度ペ
ー

ジ
計画等会計 財源内訳

課
名

平成26年度 平成27年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳

変更前 (34,650) (23,310) 4,500 572 5,072 0 0

増減額 (22,000) (14,800) 2,900 395 3,295 0 0

変更後 (56,650) (38,110) 7,400 967 8,367 0 0

継続 ハード 　

変更前 12,000 6,780 18,780 12,000 9,280 21,280 12,000 9,280 21,280

増減額 4,640 0 4,640 0 0 0 0 0 0

変更後 16,640 6,780 23,420 12,000 9,280 21,280 12,000 9,280 21,280

継続 ソフト 　

変更前 (5,000) (2,500) 2,500 2,500 (7,000) (3,500) 3,500 3,500 (15,000) (7,500) 7,500 7,500

増減額 (3,850) (1,925) 1,925 1,925 ▲（7,000） ▲（3,500） ▲ 3,500 ▲ 3,500 ▲（15,000） ▲（7,500) ▲ 7,500 ▲ 7,500

変更後 (8,850) (4,425) 4,425 4,425 0 0 0 0 0 0 0 0

継続 ハード 　

変更前 109,644 7,482 134,600 19,328 138,361 409,415 175,541 8,120 182,800 21,534 91,000 478,995 77,001 8,071 208,800 14,600 82,570 391,042

増減額 ▲ 8,630 8,418 ▲ 20,800 2,900 34,430 16,318 ▲ 69,154 0 114,500 0 7,142 52,488 ▲ 32,517 0 ▲ 168,600 0 ▲ 26,830 ▲ 227,947

変更後 101,014 15,900 113,800 22,228 172,791 425,733 106,387 8,120 297,300 21,534 98,142 531,483 44,484 8,071 40,200 14,600 55,740 163,095

【公営企業会計】

（1段目：変更前、２段目：増減額、３段目：変更後）

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

（５）上下水道などの整備

変更前 71,300 39,311 299,089 409,700 137,900 74,232 238,668 450,800 119,300 53,872 81,428 254,600

増減額 0 0 ▲ 45,200 ▲ 45,200 ▲ 137,900 ▲ 26,180 67,480 ▲ 96,600 ▲ 119,300 ▲ 21,212 213,812 73,300

変更後 71,300 39,311 253,889 364,500 0 48,052 306,148 354,200 0 32,660 295,240 327,900

継続 ハード 　

変更前 71,300 39,311 299,089 409,700 137,900 74,232 238,668 450,800 119,300 53,872 81,428 254,600

増減額 0 0 ▲ 45,200 ▲ 45,200 ▲ 137,900 ▲ 26,180 67,480 ▲ 96,600 ▲ 119,300 ▲ 21,212 213,812 73,300

変更後 71,300 39,311 253,889 364,500 0 48,052 306,148 354,200 0 32,660 295,240 327,900

【各会計総計】

（1段目：変更前、２段目：増減額、３段目：変更後）

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

変更前 109,644 7,482 205,900 58,639 437,450 819,115 175,541 8,120 320,700 95,766 329,668 929,795 77,001 8,071 328,100 68,472 163,998 645,642

増減額 ▲ 8,630 8,418 ▲ 20,800 2,900 ▲ 10,770 ▲ 28,882 ▲ 69,154 0 ▲ 23,400 ▲ 26,180 74,622 ▲ 44,112 ▲ 32,517 0 ▲ 287,900 ▲ 21,212 186,982 ▲ 154,647

変更後 101,014 15,900 185,100 61,539 426,680 790,233 106,387 8,120 297,300 69,586 404,290 885,683 44,484 8,071 40,200 47,260 350,980 490,995

ペ
ー

ジ
事業名

課
名

一般会計合計

糸島材の地産地消や林業の振興を図るため、貯木場を運営し、木材の流通体制の構築等の森林再生事業を実施する。

13

糸島型森林再生プロジェクト
事業

農
林
土
木
課

一般

12
県営農地防災事業

農
林
土
木
課

一般

平成26年度 平成27年度

会計 計画等 財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

平成28年度

計画等

各会計総計

3
配水管布設事業 水

道
課

水道

平成26年度 平成27年度 平成28年度

公営企業会計合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

公共下水道整備に伴う配水管更新及び計画的な配水管布設を行い、安全な水道水を安定的に供給する。

糸島漁業協同組合員の漁労活動と作業効率及び生産性の向上を図るため、製氷施設等の整備に対し、補助を行う。

14
福岡県水産業振興対策事業

水
産
振
興
課

一般

高田井堰の改修工事を行い、農用地・農業用施設の災害の防止、農業生産の維持及び農業経営の安定を図る。
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